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令和２年度　小・中学校における環境教育の取組み


技術・家庭科（第１学年）


テーマ〖レジ袋有料化から環境について考えてみよう〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪狭山市立南中学校　








≪学習のねらい≫


　・自分や家族の生活が身近な環境に与える影響について考える。


　・日常生活の中で主体的に環境問題にとりくむ態度を育てる。


≪学習の流れ≫　実施時期　　９月　～　１０月


「家族の方にインタビューしよう」


7月からレジ袋が有料化され、自分の家でどんな変化があったのか、主に買い物に行く家族に聞き取りをし、発表した。生活の中で変化があったことや、メリット・デメリット、有料化への賛否などをききとった。


「生活と環境問題」


有料化の背景にあるプラスチックごみによる海洋汚染について知る。大阪府や大阪狭山市のプラスチックごみゼロ宣言の取組みについて知り、自分たちの生活が与える影響について考えた。


「ゴミのR運動やってみよう」


　３R運動以外のRにも目を向けて、自分たちの生活に取り入れていくことを考えた。実際にプラスチックごみ等を使ったRemakeに挑戦してみる。Remakeで出たゴミも楽しく分別した。


≪指導のポイント≫


　■　家族へのインタビューや、大阪狭山市の取組みを取り上げることで、自分の生活と結びつけて考えられるようにした。また、動画を用いることにより、普段は見えないところでおこっているプラスチックごみによる環境問題への意識が高まるようにした。


　■　持続可能な社会のための生活スタイルをめざして、自分にできることを積極的に進めていくように意識させた。また、ゴミのR運動に楽しく取り組めるように促した。


≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー　等≫


　大阪府「プラスチックごみから海を守ろう」パンフレット　・　大阪狭山市プラゴミゼロ宣言


　富士通株式会社「海洋プラスチックごみ問題とは？」


≪成果≫・生徒の感想より


「レジ袋の有料化はデメリットしかないと思っていたけど、社会全体でできることに取り組んでいくことはすごくいいことだと思った。積極的にエコバッグを使おうと思えた。」「近所のおじいさんがゴミを拾ってくれているので、今度からは手伝いたい。」「プラゴミでいい作品ができて、今まで捨てていたのに、すごい素材なんだと気付くことができた。だから、無駄は省くことと、リサイクルに回すことを意識する。」「大阪狭山市でゼロ宣言しているとか知らなかったから家の人にも教えた。」などの感想があった。
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ペンケース　　　　　　　　ポーチ　　　　　　　　　　　　　　財布　　　　　　　　　　　　マスクケース
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